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ChatGPT の出現は，文部科学省や大学に対策の検討を迫っている観がある．しかし，情報技術の功罪

をふまえてどのように活用すべきかを考えられるのは人間だけであり，それを考える力を育てるのが

情報教育の役割である．そこで， ChatGPT の活用について，教職課程の学生に，学生の立場と教員の

立場の両者から考察させる課題を出した．その結果について分析し考察する． 

 
１．はじめに 
1997 年の情報活用能力の定義によれば，情報の

科学的な理解と情報社会に参画する態度をふまえ，

情報活用を実践できる市民を育てることが，情報

教育の目標だと言える．ここで重要なのは，情報

活用は問題解決であり，光と影（メリット／デメ

リット）やトレードオフ関係を考慮して，望まし

い解決方法（使い方）を選択することである． 

2018 年学習指導要領改訂では，高度に発達した

AI の出現による社会変化が背景として語られた．

それから 5 年が経過し，最近，ChatGPT などの生

成系 AI が話題になっている．大学や学会なども，

その利用指針を示しているが，対応には差異も見

られる．このような中で，本稿では，教職課程履

修生への課題として，ChatGPT の利用に関してい

くつかの観点から考察させた結果を分析する． 

 
２．課題内容と対象者 
課題は，「教育工学」の第１回授業で，「教育工

学とは」「教育工学から見た新学習指導要領の問題

点」(1)を扱った後の宿題として扱った。当該課題

は，授業で提示したスライドに確認問題等がつい

た復習用 e-learning 教材の最後に埋め込んだ． 

課題内容は、まず，授業をふり返り，（教育）工

学は（心）理学の成果を役立てるべきこと、学ん

だ知識は活用できるように再構成する必要がある

こと，ChatGPT などの AI ツールを学習者（学生）

としては使い（教師としては）生徒に使用禁止に

するのは自己矛盾であり禁止しても意味が無いだ

ろうこと，入学試験は未だに ICT使用禁止だが ICT

を使用せずに仕事をしている人はほとんどいない

こと，その結果として知識・理解よりも思考・判

断や学びに向かう力が重視されていること，工学

は道具や技術を開発して人間の活動を支援する一

方で開発された道具や技術はしばしば倫理的な問

題を引き起こすこと，ChatGPT も人を助けるよう

でいてその出力を単にコピペしただけなら本人の

著作物ではなくカンニングと同じであることを強

調した上で，概ね以下の 3 つの課題を提示した．。 

①どんな技術もそれ自体に問題があるのではな

く、使う人間の問題だとも言える。ChatGPT を使

うか否かに関わらず、使った可能性には疑義をも

たれるが、問題の本質はその使い方である。著作

物なら、引用と盗用には一定の境目がある。一方、

ChatGPTの出力は必ずしも信憑性が保証されない。

論文なら、引用の仕方があり、ねつ造や改ざんが

無いことを主張する書き方がある。それに反して

いれば疑われても仕方がない。あなたは、このレ

ポートが自分のオリジナリティが十分に反映され

たものであることをどんな方法で主張するか？ 

②問題解決の縦糸・横糸モデル(2)は、（ChatGPT

も含む）外部知識の積極的活用を促している。そ

の一方で、内部知識や見方・考え方の存在を明示

し、これらは確実に修得し活用されるべきものと

する。その活用目的は、信頼性・有効性の高い情

報を収集し、分析・解釈して、オリジナルで信頼

性・妥当性の高い Output を生成することである。

この授業では、授業の設計から改善までの方法論

を学ぶが、その成果を活用できる教員になるには、

何が内部知識で何が外部知識になると思うか。 

③（課外を含む）これまでの教職課程での勉強

の仕方をふり返り、②で考察した内部知識の修得

状況（何を学んだかではなく、その学び方）をど

のように自己評価（メタ認知）するか。教育工学

で新たに学ぶこと、これまでの授業で学んだこと

を学び直すことを含めて、自分の学びをどう維

持・改善すべきかを考察せよ。 

なお，回答者は 10 名であり，数学，物理，化学

の指導案を書く学生が 5名，2名，3 名だった．ま

た、4、3、2 年生が 1名、2 名、7名だった。 

 

３．分析結果 
以下、①～③に関する回答を個人単位ではなく、

内容分類ごとに整理した結果を示す。 

①については、「結論に至った理由や根拠を（引

用資料を明示しつつ）説明する」というのが主流
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の意見である。関連して「複数の文献を引用し、

それらとの違い（独自性）を明確にする」という

意見もあった。オリジナリティについては、「自分

なりの表現に言い替える」「同じものが無いかファ

クトチェックする」「経験談と関連づけて記述す

る」といった提案もあったが、「経験談」について

はリアルな経験である保証が無く、脚色が加わる

可能性もあるという自己批判が加えられていた。

ChatGPT（やそれに類するシステム）に関しては、

「実際に使ったり，仕組みや特性を理解すること

が必要」という意見や、実際に使って「同じ質問

でも異なる回答を返す可能性があるので参考文献

にするのは適切」という意見もあった。また、「（今

回の課題は 3 つの問があるので）それらの一貫性

で（ChatGPT を使っていないことが）判断できる」

という意見があった。最後の意見は、そういう課

題を出すことが教員側として重要であるという認

識を示したものとも言える。 

②については、「授業設計・改善の方法論や心理

学、授業で扱う内容の知識が内部知識で、学習指

導要領や教科書、教材、生徒の状況、メディアか

ら得られる最新情報、現場の教員からの意見など

が外部知識」というのが主流の意見である。授業

場面に限定して、「生徒の反応が外部知識、反応に

どう対応するのが良いかの知識が内部知識」とい

う意見もあった。これらは、課題の締め切り前に

行った第 2 回授業で、吉崎の教師の意思決定モデ

ルや松田の指導案の５つ組モデル、Dick and Carey

の ID プロセスモデルなどを指導案の書き方と関

連づけて解説(3)した影響もあるだろう。ただし、

「教職課程の授業で学ぶ知識が内部知識、教育現

場での経験が外部知識」「良い授業についての知識

が内部知識 公開授業が外部知識」「教員としての

心構えや指導方針、理想の教師像が内部知識、変

化しうる教育の風潮が外部知識」と同様、内部知

識は予め学習し変化しない知識、外部知識は変化

することが前提の知識のような解釈には注意が必

要である。むしろ、「公的情報や学問および社会的

要請が外部知識で、それら集めた情報をどう解

釈・実践していくかに必要なのが内部知識（や見

方・考え方）」という捉え方が重要だろう。なお、

見方・考え方に直接的に言及した回答は無かった。 

③については、結果としての修得状況について，

「使えない以前に記憶も不十分」という自己評価

が多く見られたが、その原因として「テストのた

めに学んだだけで、教員としてどう活用するかを

意識していなかった」や「情報収集のみで処理、

まとめができていなかった」「知識同士を関連づけ

が意識されていなかった」という意見が主流であ

る。今後は、「指導案作成の活動を通じて使うこと

を学び、指導案改善回数が減少するか否かで自己

評価する」や「他者と教え合うなどの Output する

活動を行い、フィードバックを受けて改善する」

などの学習・評価方法が提案された。なお、他人

と学び合うには、適切な評価を得るためにも、自

分と同等以上の相手であることが重要との意見や、

学ぶべき内容を自分で探し出すこと、積極的に頭

を働かせて深い学びを得るように意識を変えるこ

となどの重要性も指摘された。特に後者は、見方・

考え方の活用とも関連する可能性がある。 

 

４．考察とまとめ 
学生が指摘した「活用した資料を明示しつつ，

結論に至った理由や過程、新規性等を示す」こと

は，論文の書き方に照らせば当たり前とも言える。

また、覚えることに重点を置いた学習は、活用で

きないばかりか、テストが終われば忘れるレベル

の修得しかできていなかった。知識を活用するた

めの思考の重要性を指摘しつつも，見方・考え方

について明示的に考察している者もいなかった． 

学生は，ChatGPT を実際に使うこともなく、そ

の特性を類推し，学びや情報活用における留意点

を妥当なレベルで考察していた。実は、その理由

を考えることが内部知識や見方・考え方とは何か

を考えるヒントになる。少なくとも、プログラミ

ングを学んだことが役立っているとは思えない。 

学生は，第 1 回の授業で縦糸・横糸モデルにつ

いて初めて学び，課題もそれと関連づけられてい

る。そして，初めて出てきた用語を使いながら，

その意味を考え，自分たちの学びをメタ認知した。

これこそがモデルを明示する目的であり，今後の

学びの改善を追跡する必要がある。 
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